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第 1章緒昌

第 1節問題提起

(1)女子スポーツの中での野球の位置

日本における女性のスポーツへの参加は、 1970年以降スポーツが大衆化したことに

より、女性が参加できる種目も大幅に増加し、急激に進んできた刊。各種の格闘技、ラ

グビー、アイスホッケーなどの従来は男性のスポーツと思われてきたコンタクトスポー

ツにも進出してきている。また、女子サッカーのなでしこジャパンが 2011年に開催さ

れたドイツ女子W杯で優勝し、さらに 2012年に開催されたロンドンオリンピックでも

銀メダルを獲得したことで、女子サッカーの人気は拡大している。

日本における女子野球の現状は、競技人口の面から見ると、 2012年8月現在、日本

女子野球連盟に所属している全国高等学校女子硬式野球連盟、大学・一般クラブチーム、

全日本女子軟式野球連盟、全国大学女子野球連盟、日本女子プロ野球機構の合計で約

160チーム、約 3，000人という状況である問。一方、女子サッカーの競技人口は、 2011

年度の登録者数は、女子チームに登録している選手だけで 26，237人、チーム数は女子

チームのみで 1，267チームとなっている 5九女子野球は、競技人口も少なく、認知度も

低いと言える。

(2)女子野球の歴史

歴史を振り返ると、野球は、明治時代に日本に伝来し、男子学生が中心となってプレ

ーをしてきたが、 1902年には、京都第一高等小学校で女子用に改良された野球が行わ

れている 15)0 1922年には、福岡県直方高等女学校に野球部が創設され、少年野球大会

で優勝したという記録も残されている 3九さらに 1924年に開催された f第 1回女子オ

リンヒ。ック大会j の種目として野球も参加している 27)。また、戦後間もない 1950年に

は、女子のプロ野球リーグが設立され、 1952年にノンプロ組織に移行したが、 1971年

に消滅するまで一時的に人気を獲得した時期もあった。このように全く女性が野球をプ

レーしていなかったというわけではなく、一時的に人気を獲得し、衰退、消滅していっ

た歴史が繰り返されていると言える。しかし、そのような歴史の中でも女子野球は、長

い間人気を獲得することはなく、女性スポーツとして定着するまでには至らなかった。

(3)近年の女子野球の状況

2001年 5月 28日に、長い歴史を持つ東京六大学野球連盟史上初めて女性投手同士が
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先発し投げ合いを演じた口明治大学の小林千紘選手と東京大学の竹本恵選手である。そ

の後、 2005年には、片岡安祐美が社会人クラブ、チームの茨城ゴールデンゴールズに入

団した。さらに 2009年には、吉田えりが関西独立リーグに入団し、男性と同一チーム

でプレーする初めての女子プロ野球選手となっているo そして、 2010年4月からは、

関西で女子プロ野球リーグが開催されるようになった。

(4)女子野球を取り巻く環境

日本で女性が野球に参加する環境に目を向けてみると、小学生が参加する学童野球チ

ームでは、女子の参加が認められているものの、女子による単独チームの数は非常に少

ない。中学校に入ると、学校でのクラブ活動での女子野球チームはほとんどなく、野球

をプレーしたい女子は男子に混じって野球部に入るか、クラブチームへ入ってプレーす

ることになる。高校に入っても同じような状況は続いている。さらに、日本高等学校野

球連盟は、女子の公式戦出場を認めていない。つまり、高校野球児の最大の目標である

甲子園大会には、女子は出場することができないのである。また、中学、高校になって

いくと体型もかわり、体力的にも差が出てきてしまうために男子の中に混じってプレー

することは困難になってくる。このような状況の中で、野球をプレーしたい多く女子が

仕方なく他のスポーツへ転向してしまうケースが多く、女性が野球に継続的に参加して

いくのは厳しい環境にあると言える。

(5)アメリカでの女子野球の状況

野球発祥の地であり、野球を国技とするアメリカにおける女子野球の状況はどのよう

になっているのだろうか。第二次世界大戦中に多くの男性選手が兵士として戦争へ駆り

出され、メジャーリーグの中断が噂される中、その代替措置として女子プロ野球リーグ

が 1943年に始まり、盛り上がりを見せた九 1948年には、 100万人もの観客を集め、

ピークを迎えた。しかし、 1950年以降、男性選手の復員によるメジャーリーグの人気

回復に伴い、女子プロ野球選手も元の家庭での役割を求められるようになり、次第に

観客動員数も減り、リーグも採算がとれなくなると負債が毎年増大し 1954年にはリー

グを閉幕した。その後、 1992年に全米女子野球連盟 (A昭F)が創設され、 1994年には

40年ぶりに女子プロ野球チームのコロラド・シルバーパレッツが結成され、 1998年に

はプロリーグ (LadiesLeague Baseball) も復活したが長くは続かなかった叱現在、

北米ではアマチュアリーグのみが存在している状況である。野球発祥の地であるアメリ

カでも女性が野球をプレーする環境は、厳しい状況と言える。
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(6)問題の所在と研究動機

女子野球を女性のスポーツとして定着させる為には、女性が野球をプレーする環境を

整えることが最も重要である。筆者は、ボランティアで学童の女子野球チームの指導を

している。その中で、女子が野球を継続してプレーする環境が整っていないことを実感

している。このような現在の女子野球を取り巻く環境を少しでも改善し、女子の野球を

少しでも普及させたいと考えたのが本研究の動機である。

第2節研究の巨的

近年、女子プロ野球リーグの開催に代表されるように女子野球への関心は高まってき

ていると言える。しかし、男性のスポーツとして男性中心に発展してきた野球は、女性

の競技人口は少しずつ増えつつあるものの、女性のスポーツとして社会に定着・普及し

ているとは言い難い。同じベースボール型スポーツとしてソフトボールが女性のスポー

ツとして定着し、女子サッカーも人気を獲得している中で、激しい身体的コンタクトを

伴わない野球がなぜ女性のスポーツとして定着していこなかったのであろうか。そこで、

本研究では、ふたつの課題を設定して研究を進めていくこととする。

研究課題①:日本における女子野球の歴史を考察することで、女子野球が定着して

こなかった理由を時代的背景から明らかにする。

研究課題②:課題①で明らかになった理由を女子野球の歴史に照らし合わせること

で、現在の問題点と今後の女子野球普及のための指針を明らかにする。

現在は、女子のプロ野球リーグが開催されているように野球をプレーする女性にとっ

て、大きな目標ができた。目指す頂点ができたことで女性が野球をプレーする環境は、

今後、大きく変化していくことが考えられる。しかしながら、現状では、女子野球を取

り巻く環境は非常に厳しいものがある。そこで、本研究が女子野球普及のための資料と

なると考える。

本研究を行うにあたり、女子野球に関する研究、文献は非常に少ないことから、女子

野球に関する歴史的事実の検証、知見には限界があるとことが予想される。そのような

中で、次節では、この研究目的を達成するために必要な研究方法について述べる。

第3節研究方法

女子野球の歴史に関する研究としては、庄司が大正期のキッツンボールに焦点を当て
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てキッツンボールが高等女学校において受容され、消滅していった背景を研究している

的。また、花谷らによる女子野球に関する歴史的考察の研究がある九この研究は、ア

メリカの女子ベースボールと日本の女子野球を歴史的に検証し、日米両国の女子野球を

比較することで今後の女子野球におけるースポーツ文化としての発展の方向性を探る

ことを目的としており、女子野球は、ースポーツとして確立はできるものの、プロ化は

困難と結論づけている。

女子野球の歴史に関する研究として、庄司の研究は、大正期の女子野球にフォーカス

したものであり、花谷らの研究は、 2000年以前と古く、その後の女子野球の環境は大

きく変化している。女性が野球に参加し始めた明治期から今日までの女子野球の歴史を

検証し、その経過を時代的背景から検証した研究は見当たらない。

本研究では、庄司、花谷らの研究を参考に、女子野球に関する文献、新聞等の資料や

歴史的史料から女子野球を歴史的に検証する。さらに、女子野球を取り巻く現状につい

ては、新聞、インターネット等の情報を収集して研究を進めていくこととする。
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第2章明治・大正期の野球

第 1節欧米スポーツの伝来

鎖国を廃した明治維新後の日本は、 300年近く続いた封建制度に終止符を打って、西

洋に追いつこうと近代化に努め、西洋文明の摂取に取り組んだ的。そのような中で西洋

のスポーツが急激に日本へ輸入されるようになった。それでは、どのようなスポーツが

日本へ摂取さてきたのであろうか。木下透明によると、欧米スポーツの摂取に関しては、

次のようにいくつかのパターンが挙げられる ω。

( 1 )軍事に伴うスポーツの摂取

洋式訓練の初歩的訓練としての体操や軍事上重要である射撃、騎兵創設に伴い従来の

日本式馬術から洋式馬術への変換の必要性からの馬術や片手軍刀術であるサーベルの

指導からの剣術などは、軍事上の必要から導入されたスポーツである。

(2)外国人居留地からのスポーツの摂取

開国によって出現した横浜や神戸の外国人居留地における居留外人の生活様式は、日

本人の好奇心の対象となった。乗馬から発した好奇心はたちまち競馬を日本人のもとし

て摂取し、玉突きは、軽度の運動を伴う社交的室内娯楽として広まり、さらには、鹿鳴

館に代表されるようにダンスも行われていた。また、外入居留地では早くからテニス、

ゴ、ノレフ、スケート、ヨット、水球等も行われており、文明開化の時流のもとで外入居留

地からさまざまなスポーツが摂取された。

(3)留学帰国者によるスポーツの摂取

留学帰国者が現地で摂取して持ち帰ったスポーツの代表が野球である。野球はアメリ

カ人教師ホーレス・ウィルソンによって広められたと言われている 24)が、アメリカか

ら帰国した鉄道技師の平岡照によって本場の野球が持ち込まれたことを見逃すことは

できない。平岡は、ボストンで鉄道技師としての教育を受けるかたわら、野球をプレー

し、帰国に際してボールやパットを持ち帰り、帰国後の職場である新橋鉄道局に f新橋

アスレチック倶楽部j という野球チームを結成し、当時の臼本の野球界をリードした。

また、卓球は、体育研究のために欧州留学した東京高師教授坪井玄道が 1902年に日本

に持ち帰ってから急速に普及したスポーツである。

(4)学校教育に伴うスポーツの摂取

欧米式の学校教育の導入が欧米スポーツの導入をも必然的にもたらした。 1872年の

「学制j発布以降に見られる組織的な学校教育の展開と共に、学校は欧米スポーツ摂取
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の中心的機能を担うこととなる。当時の学校体育は、軍隊的感覚でのスポーツ導入が中

心で、あったが、学校スポーツの普及も並行して始まった。学校スポーツの中心的な役割

を果たしたのが体操伝習所であり、体操伝習所の教員であった坪井玄道らが 1885年に

出版した f戸外遊戯法j は、学校における欧米スポーツの導入を企図したものである。

これが学校におけるスポーツ活動展開の契機となり、これ以降、小学校向けの遊戯指導

書が次々と出版された。また、大学への欧米スポーツの導入は、個人的趣味以上にスポ

ーツによる教育の必要性を認識したー外国人教師ストレンジによって始まった。ストレ

ンジは、イギリス人で、英語教師で、あったが、課外スポーツ指導に情熱を示し、自ら学生

の先頭に立ってグラウンドを駆け回り、ボートを漕ぎながら、スピーツの神髄を学生に

教えると同時に、大学における課外スポーツの組織化・恒常化に大きく貢献した。

上記以外のパターンとしては、外国人によるスポーツの紹介が考えられる。ウィルソ

ンが伝えた野球のほかに、伝習所のアメリカ人講師リーランドが紹介したとされるテニ

ス、英語教師として赴任していたE.B.クラークが慶応義塾の塾生に紹介したラグビ

ー、オーストリア軍参謀少佐のレルヒが日本陸軍の軍事視察を目的として来日し、その

際に陸軍に紹介したスキーなどが挙げられる。

第2節野球の伝来

日本に野球が伝来したのは、アメリカ人教師、ホーレス・ウィルソンが学生たちに教

えた明治5年が最初だと言われている判。しかし、 1973年にベースボール・マガジン

社から発行された君島一郎の f日本野球創世記j の中で、君島は、近代野球を少なくと

も二組のチームに分かれて野球をすることで初めて野球の名を使えるとし、う解釈をし

ている叫。その視点から考察すると野球の伝来については、君島の論文の中で「好救世J

と名乗る人物が明治6年に開成学校において二組で、ベースボールを行ったと記述して

いることから、明治6年開成校説が有力である 460 あるいは、別な説として、 fクラー

ク博士とその弟子たちj という書籍の中で、明治6年頃、大蔵省の雇で、あった米人ウィ

リアム氏の甥ベーツ氏が開拓使仮学校の英語教師に雇われており、生徒たちと二つのチ

ームを組織させ、毎日放課後に校庭で対戦させたと記述されていることから、明治6年

開拓使仮学校説も存在する 44)。

さらには、野球の伝来については、熊本洋学校の外国人教師や横浜などの外国人居留

地のアメリカ人が伝えたという説もあり、明治5年の開成学校説、明治6年の開拓使仮
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学校説も含めて、はっきりとした根拠がなく定かではない。

いずれにしても、明治維新後、西洋スポーツが急激に日本に流れ込む中で、日本人は、

ヒoッチャーとバッターの一対ーの闘いのなかに、相撲や武道に相通じる心理的要素を発

見し、身技一体、心身両面の調和と強靭さを要求される点で、野球は、まさに武道的で

あると共に日本人向きであり ω、日本への伝来後、日本中へと広まっていくのである。

第3節野球の普及

( 1 )一高時代

日本への野球伝来後、野球は学生スポーツの中で王座の地位を占めるようになるが、

その主導的役割を果たしたのが、旧制一高野球部で、あった 2ぺ1886年、第一高等中学

校(のち第一高等学校、一高)の設立と同時に野球部が創設され、猛練習にて圧倒的な

強さを誇り、 f一高時代j と呼ばれる黄金時代を築くようになった。 f一高時代j と呼ば

れていた期間の公式戦の成績は、 64勝 11敗で、とくに 1900年以降は、 32勝1敗とい

う圧倒的な強さを誇っていた。当時、東京には、アメリカから野球を覚えて帰国した鉄

道技師、平岡照によって設立された f新橋アステチック倶楽部Jをはじめ、駒場農学校、

明治学院、青山英和学校、慶応義塾などでも野球部が結成され、校内での試合や対応戦

を始めていた。「新橋アスレチック倶楽部j だけは、学校を基盤としたものではなく、

職場クラブ、であったが、 r-高時代j 以前は、野球界の盟主としての地位を確立してい

た。

正岡子規が大学予備門(翌年、一高に改編)に入学したのは 1884年のことであり、

子規は、一高時代に野球に熱中した。正岡子規の四年後輩の中馬庚は 1894年に、ベー

スボールをフィーノレド(野原)で行われるボールゲームの意味で f野球j という名称で

訳している 12)。しかし、それより前に子規がベースボールを「球戯j と訳していること

は注目に価する制。

r-高時代jの華やかな戦歴の中でも特筆すべきは、横浜在住のマメリカ人チームf横

浜アマチュアクラブj との国際試合である幼。 1896年5月23日に、一高の外人教師の

斡旋で実現した f横浜アマチュアクラブj との対戦は横浜外入居留地運動場で行われ

29対4で大勝した。アメリカチームは、野球を娯楽として楽しみ、時々プレーしてい

た程度の商人、貿易業者、宣教師などのグループであったが、一高勝利のニュースは全

国を駆け巡り、野球人気が全国に広がった。同年6月5日、雪辱戦として「横浜アマチ
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ュアクラブj から試合を申し込まれた一高は、 32対9という大差で連勝した。これに

対してアメリカチームは、横浜港に停泊中で、あったアメリカ海軍の水平たちを加えてチ

ームを強化し、第3戦に臨んだが 22対6で一高が圧勝した。第4戦は、メンバーを強

化したアメリカチームに 12対 14と惜敗するが、翌年に再開された第5戦から 1904年

の第 13戦まで対戦成績は 11勝2敗であり、その強さを見せつけた。

(2)早慶時代

20世紀に入ると、 1901年には、早稲田大学に野球部が誕生し、 1903年に慶応大学と

の間で早慶戦が始まった。 1904 年 6 月には、一高が早稲田大学、慶応大学に連敗し、 r~

高時代j に終止符が打たれ、早慶両校を頂点とする時代へと変わっていったc

1905年4月に早稲田大学が野球部創始者の安部磯雄を団長とし、日本初のアメリカ

遠征を行い、スタンフォード大学をはじめアメリカ西海岸の大学や中学、セミプロ、軍

隊などのチームと対戦し、 7勝 19敗という成績を残した。この時、早稲田大学野球部

は、アメリカからさまざまな最新野球技術を持ち帰り、これら最新の情報を雑誌や新聞

を通して全国へと広めていった。 1906年には早慶戦が両校応援団の衝突の危険から中

止となり、以後約 20年間にわたり中断した。 1907年には、慶応大学がハワイ・セント

ルイス球団を招いて試合を開催、翌年には早稲田大学の招待でワシントン大学野球チー

ムが来日している。

(3) 中学野球の普及

このような大学野球の盛り上がりは、高校([日制中学)にも広がり、全国で中学野球

の地方大会が開催されるようになった制。そのような中で各地方大会の集大成の大会と

して 1915年8月に大阪の豊中球場において第 1回全国中等学校優勝野球大会が参加 10

校、出場選手 150人で開催され、京都二中が優勝している。

出場校の増加に伴い、第3回大会からはグラウンドが二面使える兵庫の鳴尾球場で開

かれた。 1923年の大会で観客がグラウンドになだれ込み試合開始が困難となり大混乱

を巻き起こしたことを受けて 1924年の大会からは新設の甲子園球場で行われることに

なったO また夏の大会の盛況をうけ、同年春からは名古屋の八事球場で全国選抜中等学

校野球選手権大会が参加8校のもとで開催され、翌年からは甲子園球場で行われるよう

になった。

1925年には、甲子園大会の加熱ぶりを受け、これまでの慶応、早大、明大、法政、

立大の 5校リーグに新しく東京帝大が加入して東京六大学リーグを結成し、早慶戦も約
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20年ぶりに復活した。 1926年には、それまで大学のグラウンドしかなかった関東に神

宮球場が完成し、関西の甲子園球場と並び立つこととなった。

(4)野球害毒論

このように、明治維新後に野球が日本に伝来してから大正時代までの間に、野球は瞬

く聞に全国へと広がり学生スポーツのなかでも確固たる地位を築くようになった。しか

し、その問に一時、野球が否定された時代が存在した。 r東京朝日新聞j による野球審

毒キャンベーンである。

これは、 1911年8月20日から f野球界の諸問題j、つづいて8月 29日からは「野球

と其害毒j と題して、合計 26回にわたって「東京朝日新聞j が連載したものである。

各界著名人や教育者が、野球の f害毒Jを次々とならべたてた。その中で、当時の静岡

中学の校長は、野球の f害毒j として、①時間の浪費、②学生に f余計な費用jがかか

り、 f虚飾に流れるj こと、③野球の特徴である f共同一致の精神j が負の方向へ発揮

され、風紀や f校紀粛正の上にも弊を及ぼすj こと、④「学業不成績」となることをあ

げ、野球に対する規制は強化されていった判。

(5)野球の奨励

野球に対する厳しい状況も第一次世界大戦後、とくに 1920年代に入って大きく転換

した 2九これは、皇室が、 1921年以降、スポーツの積極的な支持者であるというメッ

セージを発信しはじめたことに起因する幼。皇室のスポーツ奨励は、大正天皇の病状悪

化、大正天皇の第一皇子である皇太子裕仁(のちの昭和天皇)の襲撃事件が発生すると

いう状況の中、深刻な危機感を抱いた皇室が天皇の権威を再構築するためと天皇の代替

わりを視野に入れながら国民との新たな関係創出のために行った皇室解放政策の一端

を担うもので、あった 23)。

大正天皇の第四皇子澄宮(のちの三笠宮崇仁)は、学習院初等科に入る頃より熱狂的

な野球ファンとなっており、皇室や宮内庁職員もそれを支持した。裕仁の学習院初等科

時代の院長が、徹底的な野球否定論者で、ある乃木希典大将で、あったことをすれば劇的な

変化であり、野球害毒キャンベーンからの野球に対する状況の変化を物語っている。
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第3章女性スポーツと女子野球

第 1節女性のスポーツ参加

(1)オリンピックにおける女性選手

オリンピック競技大会に女子の種目が正式に採用されたのは、 1900年の第2回パリ

大会からである。当時の女子選手の割合は、わずか1.6%にすぎなかった。その後、女

子選手の割合は増え続け、 2004年のアテネ大会では、女子選手の割合が 40%を超える

ようになった則。 2012年のロンドン大会では、 26競技 302種目が実施されたが、ボク

シングに女子が加わり、全競技で女子種目が実施される初の大会となったo また、これ

まで女性の出場を禁止していたサウジアラビア、ブ、ルネ，イ、カタールの三カ国は、ロン

ドン大会に女性選手を派遣し、すべての参加国で女性の出場が実現した。ブ、ルネイやカ

タールを含め約4害iの国または地域で女性が旗手を務め、女性の躍進を印象付けた。

(2) 日本における女性のスポーツ参加

日本において女性が近代スポーツの場に登場するのは、 1890年頃からであり 11)、そ

の頃、女性がスポーツに参加する機会は、学校の課外活動に限られていた。 1895年に

高等女学校規程が定められ、その後に女子中等教育としての高等女学校が誕生した。高

等女学校とは、 f良妻賢母思想を普及するためj に作られた女子教育機関であり川、明

治以降、近代国家建設をめざした日本では、それを支える国民の養成が重要課題となっ

た。そして、良妻賢母思想のもと、女性には f子どもを育て教育する母親の役割jとf家

事を責任持って遂行する妻の役割jの必要が生じ、そのために女子教育の充実が必要に

なったのである凶。

この頃の文部省令では、 f競走遊戯j は、女性らしさを損なうとしたため、女性には

適当でないとされていたが、 1903年に高等女学校教授要目が改正され、はじめて具体

的なスポーツとして、クロッケーやテニス(ローンテニス)が登場する9 現在でいう指

導要領にスポーツが含まれたことによって、高等女学校におけるスポーツ活動は次第に

盛んになっていった t九

さらに、富国強兵の観点から、立派な母となり、立派な男子を産み育てる母性の健康・

体力づくりが必要になったことから、高等女学校では、体力・気力を充実させるために

体育の振興は教育の重要な柱となり、スポーツがより奨励されていった 14)。

そのような機運の中で、高等女学校におけるスポーツ活動は盛んになり、陸上競技、

水泳、テニス、バレーボール、野球、卓球、クリケット、バスケットボール、パドミン
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トン、ゴルフ、スキー、乗馬、ダンス、ビリヤードなどが行われるようになった九こ

のように女性のスポーツの普及は高等女学校を中心に進められていき、妻となり母とな

る女性たちに、スポーツが重視されるようになったo 一方で、初期の体育指導者たちの

中には、競技性の高いスポーツに批判的な人々もおり、女子生徒たちが過度にスポーツ

を楽しむことを危倶する見解も多く見られた tヘ
(3) 日本における女性スポーツの組織化

日本で女性たちが本格的にスポーツを楽しむようになったのは、大正時代中期以降で、

その頃から競技会や組織化が少しずつ進んで、いった LL)。高等女学校においてスポーツが

盛んになり、さまざまな競技の校内大会が行われるようになると、時には、高等女学校

同士の対抗戦も開催された 11)白そして、 1915年日本オリンピック大会での陸上競技や

1923年第6回極東大会のバレーボールのように、女性が男性競技会にオープン参加と

いう形で登場するようになった 1へその後、女性のための競技会が行われるようになり、

1924年に、第1回日本女子オリンピック大会が開催された。この大会は、陸上競技、

水泳、バスケットボール、バレーボール、卓球、野球などの競技を採用した本格的な競

技会のはじまりである 100

(4)日本における女性選手の国際競技会への参加

日本の女性選手の国際競技会への参加は、 1923年 5月 21日""26日に開催された第6

回極東選手権競技会における水泳、テニス、バレーボールが最初で、あったとされている

1九日本選手として初めてオリンピック大会に参加したのは、 1928年第9回アムステル

ダム大会に出場し，た人見絹江選手であった。

日本人女子選手のオリンピックの参加者の人数の推移をみると初めて参加したアム

ステルダム大会からローマ大会までは 20人程度であり、 1964年の東京大会を境に少し

ずつ増加傾向であったむそして 1996年のアトランタ大会以降急激に女子選手の人数が

増えた(図 1参照)。これは、バレーボール、サッカー、ソフトボール等の団体種目で

日本の女子チームが参加していたことも原因のひとつで、あるが、女性のスポーツ参加が

増えてきた証でもある。女子選手の増加ξ共に女子選手のオリンピック大会での活躍が

目立つようになり、メダル獲得数も増加し、男子と同じくらいのメダ、ル獲得数になって

し、く。
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オリンピックの日本人男女選手数 (JOC資料より筆者作成)図 1. 

1928年のアムステルダム大会で唯一の女性選手のでった人見絹枝が 800メートル走

で銀メダルを獲得し、 1936年のベルリン大会では競泳の前畑秀子が初めて金メダルに

しかし、 1988年のソウル大会までは、メダル獲得数も非常に少なく、種目も、輝いた。

競泳かバレーボールに偏っていた。一方、男子のメダル獲得数は、ソウル大会で激減し

前々回モスクワ大会では西側諸国が前回のロサンゼルス大会では(図 2参照)。ている

東側諸国がボイコットし 12年ぶりにアメリカとソビエトの2大国が揃ったことが原因

のひとつであるが、この頃より国をあげて強化する他国の選手に比較して強化の面で遅

れをとってきたと言える。

これ(図2参照)。女子のメダル数は、 1992年のバルセロナ大会より増加傾向にある

日本女子の得意種目である柔道がバルセロナ大会で正式種目となり、 2004年のアは、

テネ大会からは、女子のレスリングが正式種目になったことが原因のひとつにあげられ

はほぼ同じで1992年のバルセロナ大会以降は、男女のメダ、ル獲得数(図2参照)る。

あるが、金メダルの数に限ってみると 2004年のアテネ大会から 2012年のロンドン大会

(図3参照)。
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オリンヒ。ツクの日本人選手男女別金メダル獲得数 (JOC資料より筆者作成)図3.

女子野球の萌芽第2節

1902年に日本女子大学明治時代には、日本における女子野球の歴史を振り返ると、

校体育教師であった白井規矩郎が、女子用ベースボールのことを、イギリスで考案した

ものを改良した競技であり、高等女学校以上の遊戯の中では、女子に適していると思わ

さらに 1903年に京都第一高等小学校において f女子適用ベース
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この中で、この競技は、団体的であること、個人の責任を重んずること、独立心を養

うこと、身体全部を使用すること等、児童遊戯として内容・価値共に完全に近いものと

してその教育上の価値を高く評価している 17)。守備側は、九人、使用球は、ゴムボール

で、投手がホームベース前の四角の中に投げ入れるボールをラケットで打つという形式

であるが、競技ルールは今日の野球とほとんど変わらない。ゴムボールを使用し、ラケ

ットで打つことからこれらの競技を野球と呼ぶかは、いささか疑問ではあるが、ルール

が今日の野球と変わらないことと女子用とは言え、『ベースボール』と呼んでいたこと

からこれらの競技も女子野球と定義する。

大正時代に入札 1917年に愛媛県の今治高等女学校に女子の野球部が創部されてい

る300 この頃の女子の野球は、インドアベースボールと呼ばれていた。インドアベース

ボールの起源は、 1887年、アメリカ合衆国のシカゴ市において、ジョージ・ハンコッ

ク氏によって考案された。冬季における室内遊戯の必要と、四季を通じて室内や戸外の

狭い限られた場所で行うことができること、従来の野球と違ってそれほど過激でないこ

となどから、男女間でできる競技として世界中に広まった 19)。

日本においては、北米YMCA同盟体育事業のフランクリン・ H・ブラウンが関西中

心のYMCA体育事業の指導において、 1917年ごろに基督教青年会の体育部員に教え

たのが最初とされている崎。新愛知新聞の社員であった林正雄がこの遊戯を名古屋に紹

介し、普及に努力した。そして、 1918年には、新愛知新聞社運動部主催のインドアベ

ースボール大会が 2回 (6月8日、 11月23日)開催されている却。

名古屋高等女学校の校長である越原和が f女子に野球を奨励すj という論文で、国際

的生存競争に打ち勝つこ左ができる立派な体力を持つ国民をっくり出すために、男子と

同様に女子の体力をも強くせねばならぬと説き、野球を通じた女子体育の必要性を説い

た問。そして、柔道や剣道なども悪くはないが、これらは室内運動なのであまり歓迎で

きず、戸外運動としてテニスと共に野球を女子の体育として奨励すると共に野球の教育

上の効果として、頭脳の働きを綾密にすること、行動を俊敏にすること、体力を養うこ

と、身体各部の発育を促すこと、正確なる判断カと思考カを養うこと、高尚なる人材を

養うこと、共同一致の美風を養うこと、精神統一の力を養うことを挙げており、効果の

大きいことを強調したへ

また、新愛知新聞記者の庚瀬謙三は、名古屋では数校の女学校がインドアベースボー

ルをプレーしており、さらに他の市の小学校でもほとんど採用している的と述べている。
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このことから、インドアベースボールの流行の一端をうかがい知ることができる。さら

に大谷武ーがインドアベースボールを f簡易野球j と名付け、簡易で面白くあり、相当

教育的であるから、広く普及させたいと述べている叫。

また、林は、インドアベースボールのルールが室内本位で作られ、ボールも屋外では

破損しやすく満足なゲームができないとしてキッツンボールを紹介した則。キッツンボ

ールは、 1916年頃にアメリカ合衆国のミネアポリスの中央体育院監督であるジョンソ

ン氏の創案によるものである。林は、この競技を老若男女、経験者の有無を問わず人さ

え集まればすぐに出来るし、危険もなく、壮快な気分を味わうことが出来る競技である

οとして、男子ばかりでなく女子の学生にも普及を目指していた。

この競技は、 1922年に fキッツンボール競技会j が開催された。翌年には、 f第 1

回東海キッツンボール大会j が開催され、 1925年まで計6回開催された。インドアベ

ースボール、キッツンベースボール共にアンダースローであることからソフトボールの

起源とする説もあるが、当時の雑誌などで女子用の野球として紹介されていることから、

これらの競技も女子野球と定義する。

キッツンボールでの使用球は耐久性に問題があったことから、手軽で安全な軟式野球

ボールが日本で開発された。この軟式野球ボールの出現が野球の大衆化を促し、女子に

も軟式野球が普及していった 2九 1923年 7月 15日に和歌山県で少年野球ルールを適用

して、橋本高等女学校、粉河高等女学校、和歌山高等女学校の 3校で女学校野球大会が

開催された制。さらに 1923年 12月9日には、大阪において、築港北小学校、岸和田市

小学校、市岡高等女学校、泉南高等女学校、和歌山高等女学校、粉河高等女学校の6校

で第1回女子軟式野球大会が二千人余りの観衆の中で開催された 2九また、 1924年 6

月 15日に第 1回日本女子オリンピック大会が、 1925年4月 12日には、第2回日本女

子オリンピック大会が開催されたが、この大会では、独自の女子野球規則のもとで軟式

野球ボールを使用した野球競技が実施されている 21) (表 1参照)。

第 1回大会後に発行された f日本女子オリンピック年鑑jにおいては、女子の野球の

ことを、大会中一番見劣りした競技であり、バスケットボールやバレーボールと比較し

でも大いに研究の余地があると記載されている 30)。このことから、当時の女子野球の競

技レベルはかなり低かったことが伺える。また、女子野球は他の競技との比較からも特

に体力を必要とするわけではなく、特に激烈であるというわけでもないので不適当とは

考えていないが、女子には不向きの競技ではなし、か 8)としサ見方もあった。
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表 1 明治、大正期の女子野球一覧

呼蒋 使用ポール ダイヤモンド 設法 信考

インドアベースボール
表面を白牛皮で遭った教ら 一辺823m

インドアベースボール大会{大正7年}

(簡暴野謙}
かい嘩 屋外10.67m

アンダースロー 大正司4年『全面高等女学校校長会纏』で女子に

(室内野嘩) は過遭な種目とされる

丸 Jーグヲヲンドポール
表面を白牛鹿で覆った外鐘

一辺地67m アンダースロー
大正時年学校体操教授要目

いのプレーグラウンド埠 教材に女子のみ削除

キッツンボール
表面を自牛度で覆った外縫

一辺13.72m アンダースロー 東海学生キッツンボール大会{大正12年......14年}
いの丸Jーグラウンド噂

軟式野嘩 軟式野琢ポール 一週21.34m オ-，{ースロー 大阪第1回女子軟式野疎大会〈大正12年)

女子野草 軟式野琢ボール 一週21.34m オ-，.{ースロー
日本女子オリンピック大会{大正13年}の種目

女子野嘩規則作成

(庄司節子 fノレールから見た大正期の女子野球普及についての検討J1998等より筆者作成)

第3節女子野球の消滅

1920年代の女性スポーツ観は、教育者や医者などの識者においては、女性がスポー

ツをすることには肯定的で、あった。報知新聞が f女子に過激な運動を奨励して好いかj

(1922年 5月 16日からの寄稿連載)に対する高等女学校の校長の回答には、ベースボ

ーノレを含めて生理的に許される限り、何でも奨励してよいとあり、女性のスポーツには

肯定的で、あった 九 さらに、医者である木下東作は、一家の隆盛が延いては国家の隆盛

に結びつき、家庭教育の主たる人は主婦であり、婦人の体育指導者としての資格の必要

性を説くと共に、婦人に激しい運動は禁物であるが女子体育指導者の養成が必要という

観点からも女子の体育を奨励している ぺ

しかし、一般の人たちの多くは、女性がスポーツに参加することに否定的であった 2)。

これは、当時の女性観が、良妻賢母思想、を理想、とするもので、男性と対等にスポーツを

することは、上下関係を崩すものであり、また、激しい運動は母体に影響を及ぼすと考

えられていたからである。

このようなスポーツに関する女性観が存在する中で、明治後半から大正にかけて高等

女学校の生徒と一部の上流階級の女性がスポーツに参加するようになってきたが、 1920

代以降に特に強調されているのは、女子の身体を強健にすることが国家にとって重要で、

あるといういう考え方である 倒。つまり、女性が不健康であれば、強壮な兵隊になる子

どもを生み育てることができないのだから、女性の健康が国家の威力となると考えられ

るようになり、男子と同様に女子を活発で快活にさせるためには身体の健康が必要で、あ
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り、女性にとっても運動が重要であるど論じられるようになったo

その一方で、女子の体育は、女子の身体・精神に適合したものでなければならないと

いう見方もあった州自従って、身体的・精神的差異がある男女には、それぞれにふさわ

しいスポーツの必要性が語られ、男女のスポーツは明確に区別されていくことになる。

特に女性は、子どもを立派に産み育てる身体をつくるために、過激でない程度の運動が

必要であることが強調された。

それでは、女性に適したスポーツは何であろうか。雑誌 f体育と競技jの女性スポー

ツに関する特集号の中で、女子体育の教材については、テニスやバレーボールが過激で、

ない運動として適している却と記載されている。

同雑誌の中で大谷武ーは、女子は、物をまっすぐに投げたり、強く打ったりするよう

な性質を遺伝されていない。ただし、練習次第では、女子でも立派な野球選手になれる

が余計に練習することが必要である述べ、女子は、ある時期からは、女子の適した運動

を行わすことが重要である附と訴えている。女性にふさわしいのかとしづ判断は、能不

能ではなく適不適の問題と捕えている点が注目される。

また、当時の女子運動競技の総合解説書である f女子の運動競技j の f女子と野球j

の項目に、野球は、多少過激であり、危険も伴うが女子に適したように改良すればイン

ドアベースボールのように、女子には最も適切な競技と記載されている 3九さらに 1924

年5月 11日の新愛知新聞には、ランニングや野球など筋力や意志カを必要とする運動

は女子には適さないという記事があり、過激であること、容姿を損なうなどの女子特性

の観点からの指摘が強調されている紛。

1925年文部省主催の全国高等女学校校長会議 f体育ニ関スル件j において女子野球

に関連する問題が取り上げられている。この会議で、インドアベースボールやバスケッ

トボール、スキーが女子には過激であるとして種目採択に際しての考慮を促している。

また、女子が足を開いてパットを振るなど最も女子らしからぬ行為として、 1926年5

月 27日発布の f改正学校体操教授要目j には、女子野球のブレーク、ラウンドボールが

不適当な種目とされ、女子教材から削除されている紛。

このほか、 1922年 12月には、熊本県立第一高等女学校との対戦を前に福岡県直方高

等女学校の野球部が、福岡県知事から禁止令を出されている叫。さらに、 1926年には、

女子の軟式野球が盛んであった和歌山県で、県の学務課が、野球は、女子に不適切、不

妊の恐れありとして突然中止命令を出した 31)

17 



第4節まとめ

明治・大正時代に女子野球は、インドアベースからキッツンボールを経て軟式ボール

の開発と共に普及した。当時、一般の人たちの女性観は、女性は男性に従うものであり、

女性の天職は子どもを産み育てることであるとする f良妻賢母jを理想とするものであ

った。このような女性観では、男性と対等にスポーツすることは上下関係を崩すもので、

あり、また、激しい運動は母体に影響を及ぼすと考えられていた。そのような従来の女

性観から次第に欧米女性と比べて体力的に遜色のない健康壮健な女性を求める観点か

ら女性身体の改造が言及されるようになる。さらに強壮な兵士になる子どもを産み育て

るために女性の健康が国家の威力となると考えられるようになって女性の運動の重要

性が論じられるようになった。その一方で身体的・精神的差異のある男女は、それぞれ

にふさわしいスポーツの必要性が語られ、男女のスポーツは明確に区別されていくよう

になり、女性には過激でない程度の運動が必要であるということが強調された。このよ

うに大正時代の女子野球は、 f良妻賢母j とし、う思想的背景や女は f女らしく j という

精神的思想、から女子には不適と判断され終鷲を迎えることになる。
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第4章女子野球の繁明期

第 1節女子野球の復活

太平洋戦争終了後、初めて野球が再開されたのは、大学野球で、あった自敗戦後間もな

い 1945年 10月 28日に東京六大学のOB戦が行われた。その約1か月後の 11月23日

には、同じ神宮球場で戦後初のプロ野球が東西対抗オールスター戦として行われた判。

敗戦からわずか3か月、物資も乏しい中で、野球は見事に復活した 43)。

それからおよそ 2年後の 1947年8月 29日に横浜のルー・ゲーリック・スタジアムに

おいて f貿易再開記念大会Jと銘打つて女子の野球大会が開かれた。この fオール横浜

女子野球大会jは、横浜文化祭のイベントとして企画され、製靴会社のオハイオ靴応や、

日産自動車、文具メーカーの文寿堂、日本ビクタ一戸塚、日本ビクター横浜、そしてソ

フトボールの強豪であり、名古屋高等女学校や今治高等女学校と同様に、早くからキッ

ツンボールに取り組んで、いたことで有名な横浜女子商業学校の6チームが参加した。こ

の大会がのちの女子プロ野球誕生のきっかけとなる制。

戦後、女子野球が誕生したのは、 GHQが占領政策のひとつの柱として、戦前の男尊

女卑の伝統を覆す大胆な女性解放政策を打ち出したことが挙げられる紛。そのような中、

1945年 10には、婦人に参政権が与えられ、翌年の4月の総選挙では 36名もの女性代

議士が誕生している。大学への女性の入学も認められた。このような女性解放の波の中、

男の聖域であった分野にも女性が進出していき、プロレスや競輪、ボクシングなどにも

進出した。そして、戦後の人々が、大学野球やプロ野球に熱中している中、人々の野球

の思いと女性解放の潮流が重なって女子野球が誕生したのである制。

1948年、 fオール横浜女子野球大会jに刺激されて、東京・銀座の Iメリーゴールドj

というダンスホールが、ダンサーたちに f健康的な野外スポーツをやらせよう j と野球

チームを発足する附。その年の 7月には、興行師の小泉吾郎が女子野球の興行的価値を

悟り、横浜女子商業の選手たちを集め即席で非公式ながらも最初の女子プロ野球チーム

である f東京ブルーバードj を結成した。東京ブルーバードは、日本各地を転戦し 1試

合につき 2~3万円のギャラをもらって、一種のショー ε して地元の市議会議員や医師

会など名士のチームと対戦し、試合が終わった夜は宿舎の旅館やホテルの大広間で、対

戦相手の地元の名士たちと交歓ノミーティーを行っていたo

各地での興行は、若い女性たちが野球をプレーするもの珍しさから大成功を収めた。

しかし、地方興行師とのトラブ、ルからチームはあえなく空中分解する則。その後、 1949
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年5月には、 fロマンス・ブルーバーれというチームを結成し入団テストを行ったo

日比谷公園で行われた入団テストには全国各地から約 500人の野球少女が集まり、その

中から最終的に 15名が合格した紛。入団テストの際には野球の腕前もさることながら、

独身で容姿端麗という点も重視された。選手たちの給料は、高校卒の女性の初任給が約

三千円の頃、トップクラスの選手で七千円、平均すると四千円くらいであった川。

1950年 1月にロマンス・ブ、ルーバードに対抗すベく女子プロ野球2番目のチームで

ある fレッドソックスjが誕生する 35)。レッドソックスに続いて、 2月には製薬会社の

ホーマー製菓も fホーマーj というチームを結成し、さらに 2月 28日には、国際観光

の後援で fパールスj が誕生した 16)。

4球団が相次いで結成され、女子プロ野球も陣容が整ってきた。そこで、ロマンス・

ブ、ルーバード、レッドソックス、ホーマ一、パールスの球団代表が協議をした結果、連

盟組織で運営していくことが決定され的、1950年3月28日、丸の内の東京曾舘別館で、

ついに女子プロ野球は、 f日本女子野球連盟j として発足した紛。

女子野球のルールは、女子用に開発された準硬球(トップボーノレ)を使用し、塁間距

離 85フィート、投手と捕手間は、 55フィートと男子の硬式(それぞれ 90フィート、

60フィート)よりわずかに狭められている程度で、公式戦が 9イニング、オープン戦

は7イニング市jが採用された thそして、後楽園スタジアムにおいて、 4月7日に連盟

結成記念第1回選抜優勝戦が開催されることが発表された制。

第2節女子プロ野湾活況期

1950年4月 10日、雨で3日順延になっていた f日本女子野球連盟結成記念主婦と生

活社優勝杯争奪トーナメント大会jは、後楽園球場に 1万7千人の観客を集めて開催さ

れた則。内野席は、ほぽ満員という状態だった 390 この大会は、 トーナメント方式で

行われ、第一試合のロマンス・ブルーバード対レッドソックスは、 14対2でブルーバ

ードが大勝した。第二試合は、パールス対ホーマーで、ホーマーが6対0で快勝した。第

三試合は、それぞれ勝ち上がったブ、ルーバードとホーマーが戦い 12対 1で、ブルーバー

ドが勝ち初の優勝旗を手にした附。

この大会の後にも 7月に f読売優勝杯争奪戦jが、さらに8月には初めての f東西対

抗戦jが後楽園球場で開催され、それぞれ1万8千、 1万とし、う観衆を集めた。さらに

10月には、関西に場所を移し、大阪、京都でもトーナメント大会が開催されている。
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当時は、野球が爆発的な人気を獲得していた時代ではあったが、巨人対阪神などの一部

の人気カードを除けば、男子のプロ野球でも球場に 1万人を集めるのは難しい時代であ

り、女子プロ野球は、多くの観衆を集めていた 43)。

1950年は、朝鮮半島で動乱が勃発し、アメリカからあらゆる分野の製品の注文が日

本に殺到した、いわゆる特需景気である白このような好況に沸く日本の中で女子野球は、

時代の先端をいく娯楽として受け止められていた。女子プロ野球閉幕のニュースは、あ

っという聞に女子野球ブームを全国に広げ、多くの女子野球チームが結成されるように

なった制。エーワン・ブリアンツ、ローズ球団、クロス・スターズ、京浜ジャイアンツ、

名古屋レインボー、滋賀レーク・クイン、京都ヴィナース、京都ラアミーズ、大阪ダイ

ヤモンド、神戸タイガースといった球団が誕生し、最盛期には、 25チームを数えた 16)。

こうした中、 1950年7月に、ロマンス・ブ、ノレーバードのオーナーである小泉吾郎は

連盟との対立から、日本女子野球連盟を脱退することを表明した。小泉の fエンタテイ

メント路線j に対し、連盟事務局長の斎藤弘夫は、「健全スポーツj として女子野球を

捉えており、野球そのものに対する視点の違いから意見が対立していた。そして、 8月

には、ロマンス・ブルーバードは、連盟との方針の違いから脱退し粉、代わりに、連盟

の方針に従って誕生した fわかもとフラピンズjが加盟し、日本女子野球連盟は、再編

成された 35)。

新連盟は、 fわかもとフラピンズJr富国ホーマー(母体がホーマー製菓から富国興業

に移行)Jr日産パールス(母体が国際観光から日産グループに移行)Jr三共レッドソッ

クスj の4球団に加え、関西から f神戸タイガースJr滋賀レーク・クインJr京都ヴィ

ナースJr京都ラアミーズjの4球団、さらに関東では fェーワン・ドラゴンズJr京浜

ジャイアンツJrクロス・スターズjの3球団が加入し、合計 11球団で連盟は結成され

た 35)。

一方、日本女子野球連盟を脱退したロマンス・ブ‘ルーバードは、 9月に新たに f名古

屋レインボーjや f大阪ダイヤモンドj さらには、日本女子野球連盟を早々に脱退した

f京都ラアミーズJr神戸タイガースjなど 11チームで f全日本女子野球連盟jを結成

した。小泉は、この全日本女子野球連盟を隆盛に導き、三共レッドソックスやパールス

らの f健全スポーツ派j にひとあわふかせたいと考えていたが、ロマンス・ブ、ルーバー

ドの主力選手の相次ぐ移籍で、ブルーバードは解散を余儀なくされ、全日本女子野球連

盟もほどなく消滅した川。
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このようなめまぐるしい動きの中、収支の低迷から女子野球を見限る企業が現れ始め

る。経営基盤の脆弱な企業や明確なビジョンを持たずブームに便乗して名乗りをあげた

企業が早々と女子野球から撤退していった的。当時、男子のプロ野球もほとんどの球団

が経営難に暗いでいる中で、発足間もない女子プロ野球のチームが経営難に陥り多くの

チームが誕生しては消滅していったのは当然のこをと言えるべ

連盟の再編やチームの新陳代謝は、観る者を混乱させた。そこに、男性のプロ野球と

比べた場合の技量の拙さも力Hわって、人々は女子野球に幻滅を感じ始める。こうしてこ

の年の夏をピークに女子野球人気は早くも下降線を描き始めた制。

1950 (昭和 25)年終了時に日本女子野球連盟に残ったのは、 fわかもとフラビンズj

f岡田バッテリーズ(パールスが岡田乾電池を後援にして名称変更) r三共レッドソッ

クスJr京浜ジャイアンツj の5チームであった 35.1 (図4参照)。
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1950年 1951年 1952年
昭和25年 昭和26年 昭和27年

日本女子野球連盟結成 ノンプロへ移行

レッドソックス
→三共レッドソックス

三共

ホーマー(ホーマー製菓)
〉 解散

→富国ホーマー

パールス(国際観光) ''''Jι....'‘ノ I ~J ，、
→日産パール丞(8産グループ) I [i]]"・-金曜".oiEo~JJ. ¥ 岡田乾電池

工ーワン・フリアンツ
エーワン・ドラゴンズ

(エーワンポマード本舗)
エーワン・ポマード

京浜ジャイアンツ

(京浜急行、京浜百貨信)
京浜急行

わかもとフラピンズ
(わかもと製薬)

わかもと製薬

名古屋レインボー(解散)

滋賀レーク・クイン(解散)

京都ヴィナース(解散)

京都ラアミース(解散)

大阪ダイヤモンド(解散)

神戸タイガース(解散)
京都エルマイイーグルス(解散)

大阪日日スターズ(解散)

神戸ダークホース(解散)

クロス・スターズ(解散)

図4. 日本女子野球連盟結成からノンプロ移行までのチーム変遷

(谷岡雅樹 f女子プロ野球青春譜 1950---戦後を駆け抜けた乙女たち'""'-'J 2000等よ

り筆者作成)
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第5章女子野球の転換期

第 1節社会人野琢への移行

1951年から、女子野球は前年に行われていたトーナメント方式の大会に加えて、総

当たり制のリーグ戦が開催されることになった。リーグ戦は、前期と後期に分かれてお

り、前後期の各優勝チームが日本選手権を賭けて、プレ}オフで覇を競うもので、あったo

男性プロ野球に比較して規模は小さいが、年度優勝に向けて各チームが競い合うことか

ら、ペナントレースと呼べるものであろう。このペナントレースは、急激に下降線をた

どっていた女子野球の危機的状況を打開し、女子野球を興行よりも「健全スポーツj と

して、社会に定着させようとしづ関係者の思いが具現化されたものであり州、前年の場

当たり的な興行に男性プロ野球のような形式を持たせることで、スポーツとしての基盤

を回めようとしたのである。その後、 1952年に女子野球は、プロからノンプロ組織へ

移行したが、このペナントレース方式は、その後の女子野球の様式として定着する ω。

1952年、ノンプロへの移行を機に f健全スポーツj を謡う日本女子野球連盟は、規

約を改定し、連盟は、加盟各社の女子野球部で構成された組織体として、各社女子野球

部は各社の社員で構成され、選手は社員としてそれぞれ定職があり、シーズン中でも午

前中は社業に従事し午後だけ活動するというように規定した L6)。

また、日本女子野球連盟の f女子野球(ノンプロ)に就いてj と題した声明文附の中

で、連盟の目標を他のアマチュア・スポーツ同様、各所属会社の社員としての定職を持

ちつつ、趣味として野球を行い、かたわら洋(和)裁、華(茶)道、料理等一般家庭婦

人としての教養を身につけ、心身共に健全なる新妻としてゴールインさせる事と謡って

いる。この声明文からもわかるように、日本女子野球連盟は野球を f趣味Jr花嫁修業j

の一種と考え、最終的には f心身共に健全なる結婚j を目標に掲げている。連盟は、戦

後の女性解放の潮流の中で経済的な自立を目指していた女子野球の選手たちを戦前の

f良妻賢母j 思想へと封じ込める方針をとったのであるぺ

こうして女子野球は、ノンプ口組織へと移行し、経営母体となる企業にとってチーム

の位置づけも興行から宣伝へと変わっていき、女子野球が企業のビジネス・システムの

中に取り込まれ始めた。選手たちは、ペナントレースやトーナメント大会の試合と併行

して、企業の得意先の男性チームと対戦して回るようになったo ペナントレースで企業

名をPRすると共に、動く PR部隊として大きな宣伝効果を挙げた 43)。

一方、今まで明日をも知れぬ状況でプレーをしていた選手にとってはノンプロへの
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移行により、安定して野球に取り組める環境へと状況は変化し、このノンプロ時代に女

子野球は飛躍的に技量を向上させることになった 4九当時のスポーツ新聞には、ボーノレ

を投げたり受けたりする技術はすでに目標としている高校2年程度の域に達している

と書かれている 40)。

1953年には、ノンプロスポーツとして女子野球は活況を呈した。日本の社会は戦後

の混乱期を脱し、後の高度経済成長につながる消費構造が形成され始め、こうした時代

変化に対応して企業でも、宣伝活動を経営戦略の中に取り込むようになった。そのよう

な中で、効果的な宣伝手段として女子野球を見直す企業も現れ始めた。この頃、日本女

子野球連盟の事務局長は、 f女子野球のPR的価値は、ユニフォーム、道具類にかかる

経費をカバーして、十分に余りある事は実績からハッキリしているj と述べている 400

この年のチームは、岡田乾電池、京浜、エーワン、わかもと、三共、紅梅キャラメノレ

の6チームでペナントが争われた。紅梅キャラメルはわずか1年で女子野球から撤退し

たが、チームは同じ製菓会社の坂口翁に引き継がれ、 1955年まで6チーム制が維持さ

れ、この頃のペナントレースは織烈を極め、女子野球には活気がみなぎっており的、当

時の東京スポーツには、 rlEに女子野球戦、佳境に入るといった感があるj叫と書かれ

ている。

第2節女子野球の終駕

1958年は、立教大学の長嶋茂雄を筆頭に、プロ野球界に即戦力の新人が続々を入団

した 160さらに一本足打法の王貞治がホームランを量産し始め、ON時代を築いていた。

相撲界では、大鵬が圧倒的な強さを誇り f巨人、大鵬、卵焼きj としづ言葉も生まれた

ほどである。昭和 30年代後半は、日本経済の高度成長が本格化し始め、 1964年には、

東京オリンピックの開催も決定して、新幹線や高速道路の工事が急ピッチで、進められ、

日本は急激に変貌していったo 人々の暮らしも大きく変化し、テレビ、電話、冷蔵庫な

どの高級品と思っていた製品が家庭に持ち込まれ始めたo

このような日本経済の発展と共に、メディアと連携して、プロ野球や大相撲が爆発的

な人気を集め、ビジネスとしての市場を拡大した。そのような中、女子野球の人気にも

陰りが見え始めてきた 43)。

宣伝部隊として企業のビジネスシステムに取り込まれた女子野球は、企業が国内販路

の拡大を急いだ昭和 30年代始めに隆盛を迎え、それが一段落した 30年代半ばから沈滞
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期にさしかかった。その頃になると、企業は海外市場の拡大に乗り出し、女子野球界で

はビジネス活動の尖兵として、海外遠征の機会が増えた。しかし、それも長くは続かな

かった。女子野球を取り巻く環境は急速に冷え込んでいったむ娯楽が多様化し、メディ

アや通信手段が発達するにつれて、女子野球が宣伝効果としての意味を持たないように

なっていった。

昭和 40年代に入るとその傾向は一層顕著となり、 1968年になると、日本女子野球協

会(日本女子野球連盟が 1959年に解散しその後を受けて発足)の加盟チームは、三共

とサロンパスの2チームだけになった。そして、 1970年 11月に三共女子野球部が解散

した。翌年、 2月にサロンパスがチームを解散し、昭和 20年代半ばに誕生し、 20年余

りにわたって続いていた女子野球の歴史は幕を閉じた 43)。

第3節 まとめ

戦後、 GHQにおける女性解放政策を受けて、従来進出していなかった分野へ女性が

進出した。プロ野球が復活し空前の野球ブームが到来し、野球界にも女性が進出するよ

うになり、女子プロ野球が誕生した。戦後間もない女子野球は学生野球の基盤もなく、

いきなりプロとして組織され、経験者も少なく技術も未熟で、あったことからプロ野球と

しては定着せず、すぐにノンプ口組織へと移行する。そこで女子野球の宣伝効果に目を

付けた企業によりビジネスシステムに組み込まれた女子野球は活況を呈することにな

った。しかし、高度経済成長に伴い国民の娯楽も多様化し、宣伝媒体としてテレビなど

のメディアも発達し、宣伝としての女子野球の効果も薄れてきたこ左から 1971年に再

び消滅した。戦後間もない女子プロ野球は組織が杜撲で技術も未熟であった。また、ノ

ンプロとしての女子野球は、スポーツとして、一個の文化として捉える視点に企業も社

会もなかった冊。このようなことから女子のスポーツとして定着しなかったと言える。
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第6章近年の女子野球

第 1節再び女子野球の復活

(1)女子野球チームの誕生

当時人気を獲得していた女子プロレスのピュティー・ベアの野球版を目指して、 1978

年2月にフジテレビが fニューヤンキースj という女子野球チームを結成し、再び女子

野球は注目を集め始めた同。

1974年に巨人軍の長嶋茂雄が現役を引退して以来、プロ野球がいまひとつ盛り上が

りに欠けていた。しかし、 1977年に王貞治がハンク・アーロンの持っていた本塁打の

世界記録に肉薄し、更新したことを契機にプロ野球人気は上昇に向かった。少年漫画で

も野球漫画が人気を獲得し、水島新司の I野球狂の詩j は、水原勇気という少女投手を

登場させ、爆発的な人気を獲得し、映画化もされた 43)。

そのような中で、フジテレビのニューヤンキースは大きな反響を呼んだ。新聞やメデ

ィアを通して選手を公募すると、小学生からOLまで 3，240人もの応募者が殺到した。

その後、実技テストを行いメンバーを決定したo合格したメンバーは、中学生、高校生、

大学生、 OL、さらには、最年長は 22歳の家事手伝いの女性というように女子野球の

人気が広範囲に及んでいた制。

ところが、平均視聴率が8パーセントと低迷し、 1979年3月で解散に追い込まれる

ことになったIhしかし、ニューヤンキースの結成が元女子プロ野球選手たちにも強い

刺激を与え、プロやノンプロ時代の選手を集めてふたつの女子軟式野球チームが結成さ

れた同。さらに、 1980年には、兵庫県神戸市の神戸山手女子短大が全国初の女子大学

野球部を設立したむ

1チームでは対戦相手がいないので神戸山手女子短大の監督が慶応大学時代の思師

である池田弥三郎教授に頼み、池田が主任教授を務めていた富山県魚津市の洗足学園魚

津短大にも野球部が設立され、翌 1981年4月に両校による f池田杯争奪女子野球定期

戦jが始まる。この神戸山手女子短大と洗足学園魚津短大の定期戦をきっかけに全国の

女子大学に野球部が結成され、 1986年8月1日に全国大学女子軟式野球連盟が結成さ

れた J6)。

(2)野球協約の改正

1991年、プロ野球機構は、これまで、日本プロフェショナル協約第83条 I不適格選

手j の項に明記してきた「医学上男子でないものj という条項を削除した。その年の
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10月 13日に行われたオリックス球団の入団テストに2人の女性が参加した自結果は不

合格であったが、この改正によって野球協約上は女性の登録も可能となった 16)。

(3)大学野球における女性選手

大学野球においては、 1994年に明治大学硬式野球部に入部したジョディー・ハーラ

ー選手が、 1995年 9月 19日、長い歴史を持つ東京六大学史上、初めて公式戦のマウン

ドに登った。秋季リーグの東京大学戦で初登板し、 1回 2/3を投げて打者 11人に 5四

死球、被安打0の無失点で途中降板した 6)0 2001年 5月 28日には、東京大大学野球の

春のリーグ戦で、明治大学の小林千紘選手と東京大学の竹本恵、選手が先発して投げ合い

を演じた。両チーム共に優勝の可能性がなくなったリーグ戦終盤での消化試合で、はあっ

たものの、予告先発的に行われた I女性投手対決j は、翌日のスポーツ紙の一面で取り

上げられたようにかなりの注目をあびた制。両投手が先発した試合は、 10対Oで明治

大学のワンサイドゲームとなったが、明治の小林は、 3イニングを投げて被安打2、与

四球2、三振1で無失点、東大の竹本は、 1回 1/3を投げて被安打4、自責点2で敗戦

投手となった。人気が低迷していた東京六大学野球において、話題作りのための f客寄

せの見せ物jとの批判的な意見もあったが、偶然にも同じ時期に二人の女性選手が東京

六大学野球リーグに所属したことは歴史的な出来事であったと言えよう。却)。

小林と竹本の登場以降、東京六大学野球で女性選手が出場する機会は生まれていない。

2012年に慶応大学硬式野球部に高校時代に女子硬式野球で活躍した川崎彩乃選手が入

部した。今後、リーグ戦に出場できる機会があるか注目される。

(4)社会人野球、プロ野球(独立リーグ)における女性選手

2005年には、片岡安祐美が社会人クラブ‘チームの茨城ゴールデンゴールズに入団し

た。 2009年には、関西の独立リーグの神戸9クルーズに吉田えりが入団し、男性と同

一チームでプレーする初めての女子プロ野球選手となったG

このように、 2000年以降、男子に交じってプレーする女子の選手が目立つようにな

ったことからも女子の野球への参加が少しずつ増えてきていることがわかる。そして、

ついに 2010年に関西で女子プロ野球リーグが開幕を迎えた。

第 2節女子プロ野球リーグの創設

(1 )女子プロ野球の誕生

2009年8月に f株式会社日本女子プロ野球機構jが設立され、関西の 2チームで 2010
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年4月に女子プロ野球リーグが閉幕されると発表された。リーグ創設の目的は、野球を

続けて行きたいと願う女子野球選手に野球に専念できる新たな環境を提供し、また、女

子硬式野球の競技レベルの向上を目指す 52)というものである。

(2)女子硬式野球の歴史

ここで、女子のプロ野球リーグが創設されるまでの女子の硬式野球について振り返っ

てみたい。かつて戦後間もなく存在した女子プロ野球は準硬式球を使用していたので日

本における女子の硬式野球は、高校から始まることになる。 1997年4丹、鹿児島県の

神村学園高等部に女子硬式野球部ができたことに始まり、その年に第1回全国高等学校

女子硬式野球大会が開催された。その時の参加校は、駒津学園女子高校、蒲田女子高校、

埼玉栄高校、花咲徳栄高校、神村学園高等部のほか、地元兵庫県ソフトボール女子の超

名門・夙川学院高校の6校で、このときは夙川学院高校が優勝したのである。女子硬式

野球のレベルはソフトボールに追いついていなかったことがわかる。

そして、次に大学の女子硬式野球部が現れた。中京女子大学が、 2005年4月に全国

初の大学女子硬式野球部を創設し、男子のリーグ、に加わって戦い始めた。中京女子大学

に次いで、2006年、尚美学園大学に女子硬式野球部が誕生し、2007年には平成国際大学、

2008年の南九州短期大学、 2009年の大阪体育大学、 2010年の成美大学と毎年増えてい

った。一般のクラブチームも、札幌から鹿児島まで各地にチームが結成されていった。

このような流れが、 2010年の女子プロ野球リーグ開催につながったと言える 36)。高校、

大学、社会人のチームが誕生し、その頂点としてプロができるのは必然の結果と言える。

(3)女子プロ野球リーグ設立の意味

しかし、女子野球のチームが増えていったとは言え、まだまだ競技人口も少なく、決

してメジャーなスポーツとは言えない女子野球が f何のために、どうしてこのタイミン

グでj プロ野球リーグ設立だったのであろうか。

女子プロ野球リーグは、 fわかさ生活j が支援をしている。わかさ生活は、朝日放送

の全国高等学校野球選手権大会中継のメインスポンサーに名乗りを上げ、夏の甲子園大

会のCMで一気に知名度を上げていた。そのわかさ生活の社長である角谷建耀知氏は、

2007年4月に故郷である兵庫県丹波市で開催された全国高等学校女子硬式野球選抜大

会を観戦し、女子野球の選手たちの置かれた野球環境が決して恵まれたものではなく、

しかも野球を目指した女子の大多数が、 f女の子に硬式野球は続けられなし、Jr女の子は

甲子園に行けないJr女の子はプロ野球選手になれなしリと、夢を諦めざるを得なかっ
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た現実を知らされ、女子野球への支援を決意する。

まず、角谷氏は、 f10年で、女子硬式野球部のある高校を 5校から 30校に増やす。

そして、その 30校の頂点を、夏の高校野球の 50校目として加えてもらうj という目標

を立てた。母校の福知山成美高校の理事として同校に女子硬式野球部を設立し、同時に、

女子野球の裾野を広げるために、全国の中学・高校にも硬式の野球部を呼びかけたが、

関係者に掛け合い、話を開くうちに、これでは f目標の実現に時間がかかりすぎるj と

いうことを実感した。次第に f女子は女子同士で野球がやりたいj ということもわかっ

てきた角谷氏は底辺の拡大がダメならば「だったら いっそ女子のプロ野球リーグを

立ち上げようjという斬新な発想をJ思いついた。まずは目指すべきトップを作ることで

裾野を広げていくという戦略に転換した。この戦略に基づき、女子のプロ野球リーグが

設立されることになるのである 39)。

(4)女子プロ野球リーグの理念と構想、

女子プロ野球リーグの理念は、女子選手の目標となる頂点の確立、競技レベルの向

上、女子野球の普及、地域貢献、選手のライフデザインの形成紛である。選手はセカン

ドキャリア支援の一環として球団が指定する専門学校へ入学し、全選手がf柔道整復師j

の資格取得を目指し、プロ野球選手として引退を余儀なくされた後のライフデザインの

形成を視野に入れているところに特色があると言える。

また、リーグの構想、として、 f女子野球j の魅力の発見・創出、女子野球の認知と競

技人口の拡大、環境の整備を掲げている制。

このような理念と構想を掲げて 2010年に閉幕した女子プロ野球リーグの最初のシー

ズンの 1試合平均観客数は 1，535人闘であった。翌年の 2011年のシーズンは、 1試合

平均観客数が 1，109人 52)と増加傾向にある。女子野球の魅力が少しずつではあるが定着

してきたと言える。そして、 2012年のシーズンからは、 1チーム増やして3チームで

リーグ戦を開催している。この年には、女子野球の普及と選手の育成を目的として、ユ

ースチームも設立している。さらに 2013年のシーズンに向けて東京に女子プロ野球の

球団を創設することが決まっている。このようにリーグ設立発表当時に掲げた構想の実

現に向けて着実に進んでいると言える。

第3節女子野球の現状

( 1 )チーム数と競技人口

30 



女子プロ野球以外の女子野球の現状はどのようになっているのであろうか。全国高等

学校女子硬式野球連盟のホームページによると、 2012年4月時点で、 9チームが加盟

しており、その他学校にチームのない高校生のための連合チームが 1チーム大会に参加

している紛。

硬式の大学・専門学校・一般クラブチームは、日本野球協会のホームページによると

2012年8月時点で 32チームである時。全日本女子軟式野球連盟に所属するチームは、

ホームページによると 2012年 5月現在、一般のクラブチームが 65チーム、中高生のチ

ームが 26チームで合計91チームである 5九さらに全国大学女子野球連盟には、全日本

大学女子野球選手権大会魚津市実行委員会のホームページによると 26校の登録があ

る制。全国で硬式・軟式あわせて 161チーム(連合チーム除く)の女子野球チームが存

在し、日本女子野球協会のホームページによると約 3，000人以上(硬式は約 1，000人)

の競技人口がいると推測される則。

しかし、上記の競技人口には、学童の女子野球人口が入っていないG 女子の学童野球

の競技人口の把握をしている団体はないのだが、フリーライターで女子野球の取材を続

けている飯沼素子が fがんばれ!女子野球jというホームページの中で女子野球人口に

ついて調査を行った結果が掲載しである 47)。それによると軟式野球では、 f全日本女子

軟式野球連盟所属のチーム(一般と中高生チーム)J + r所属外のチームJ+ r中学野

球部J+ r一般中学クラブチームj 十 f全日本大学女子野球連盟所属チームJ+ r学童

チームj の選手数を推計し、合計している。硬式野球では、「プロ野球J+ r一般クラ

ブチームj十「中高生チームJ+ r高校野球部J+ r大学野球部J+ r中学硬式リーグj

の選手数を推計し、合計している。また、軟式、硬式の両方に登録しているチームはダ

ブルカウントしないようにし、高校硬式野球部のように大所帯のチームは、 2011年度

の所属選手数や取材したときの数字を使って計算している。その結果、軟式野球約

18，000入、硬式野球約 1，300入、合計約 19，300人という競技人口を推計している。そ

れでも、男子と一緒にクラブチーム、高校、大学でプレーしている女子選手の数は、推

計不可能で、入っていないが、実態に近い数字と言える。

女子サッカーの競技人口と比較してみると、女子サッカ一人口は、女子チームに所属

している女子選手の数 26，237人、女子チーム以外の第 1、2、3、4種、シニアに所

属してし、る女子選手の数 12，651入の合計約 39，000人的であることから、女子野球人口

は、女子サッカーの半分にも満たないことがわかる。
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しかし、日本中学体育連盟の部活動調査集計における加盟生徒数の推移 50によると、

女子軟式野球の加盟生徒数は、 2007年の 855人から 2011年には、 1，658人と約倍増し

ている。女子サッカーの加盟生徒数が、同じ時期に 3，422人から 3，946人の増加にとど

まっているのに比較して中学での女子野球の競技人口は部員数だけを見れば飛躍的に

増加していることがわかる。一方、同じベースボール型のスポーツのソフトボールは、

同じ時期の調査で 59，049人から 53，821人と減っているものの部員数は圧倒的に多く

(表2参照)、ソフトボールが女子のスポーツとして定着していることがわかると共に

学童期に野球をプレーしていた女子の多くが中学校でソフトボールへの転向している

ことが{司える。

表2 部活動加盟生徒数(女子)の推移

野球
サッカー

ソフトボール

(日本中学体育連盟部活動調査集計より筆者作成)

(2)女子野球の団体

女子野球の団体と大会でみると、団体は、大きく分けて軟式と硬式の団体に分かれる

4九軟式の女子野球団体は、クラブチームを束ねている全日本女子軟式野球連盟と大学

チームを束ねている全日本大学女子野球連盟の2つの大きな団体がある。全日本女子軟

式野球連盟の大会としては、全日本女子軟式野球選手権大会が、東京都の江戸川区で開

催され軟式女子の憧れの大会となっているo全日本大学女子軟式野球連盟の大会として

は、全日本大学女子野球選手権大会が富山県の魚津市で開催され大学選手の大きな目標

となっているo さらに両連盟が主催となり、軟式の頂上決戦としてクラブチームと大学

チームの各全国大会優勝チームが戦うジャパンカップ(女子軟式野球王座決定戦)が行

われている。

硬式の女子野球団体は、大きく分けて4つの団体があるo 日本女子野球協会は、硬式

と軟式をあわせて唯一、全日本アマチュア野球連盟に所属する女子野球団体で、日本代

表チームの編成、派遣のほか、女子野球の普及活動を行い、全国のクラブチームや学校

のチームが参加して戦う全日本女子硬式野球選手権大会を松山市で開催し、クラブチー
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ムの日本一を争う全日本女子硬式クラブ野球選手権大会を市原市で開催している。

日本女子プロ野球機構は、公式戦を行うと共に女子野球の普及活動を行っている。全

国高等学校女子硬式野球連盟は、高校チームを束ね、女子高生の春の大会として全国高

等学校女子硬式野球選抜大会を丹波市で開催している。また、通称[女子高生の甲子園j

と呼ばれる全国高等学校女子硬式野球選手権大会を同じ丹波市で開催している。

関東女子硬式野球連盟は、関東のクラブチーム、大学チーム、 U18チームを束ね、 18

歳以下の全国大会である全日本女子硬式野球ユース選手権大会や読売巨人軍が後援す

る関東地方大会として春秋2回、ヴィーナスリーグを開催している。さらに 2011年か

らは、日本女子プロ野球機構が主催し、サッカーの天皇杯のような大会を目指し、女子

プロ野球チームとアマチュアの上位チームが女子硬式野球日本ーをかけて行う女子野

球ジャパンカップが開催されているo

(3)学童野球

小学生を対象とした学童の女子野球チームが全国で一番多い東京都の状況を紹介し

てみたい。 2012年から前年まで江戸川区で開催されていた東京都学童女子軟式野球大

会に代わり、東京都知事杯第 1回東京都女子学童軟式野球大会が新設された。前年、江

戸川区で開催された大会は 15チームの参加で、あった。記念すべき第1回大会は、 29チ

ーム約 500人の女子選手が参加する大会となったo また、 2007年に4チームでスター

トした府中市学童連盟主催の学童女子軟式野球交流大会は、 5回目を迎えた 2011年に

は、参加チーム数が 19チームとなり、都知事杯に触発されたように 2012年の大会は、

25チームの参加となっている。さらに学童の女子を対象として 2009年に始まった三多

摩女子大会(軟式)も 2012年の大会の参加チーム数は 21チームというように軒並み大

会へ参加する女子の学童野球チームが増えている。

(4)女子野球日本代表の成績

最後に日本代表女子野球チームの国際大会での活躍を記載しておく。 2004年から国

際野球連盟 (IBAF)が主催する女子野球のワールドカップが開催されている。第1

回、第2回大会は、いずれも米国が優勝し日本は準優勝で、あったが、 2008年に日本で

開催された第3回大会から 2012年にカナダで開催された第5回大会まで3大会連続し

て優勝している(表3参照)。
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表 3 女子野球日本代表の世界大会での成績

開催年 大会名 開催国 参加チーム 成績

2001年 第1回女子野球世界選手権 カナダ 4チーム 2位
2002年 第2回女子野球世界選手権 アメリカ 4チーム 2位
2003年 第3回女子野球世界選手権 オーストラリア 3チーム 優勝

2004年 第4回女子野まま世界選手権 日本 8チーム 優勝

2004年 第1自IBAF女子W杯 カナダ 5チーム 2位
2006年 第2回IBAF女子W杯 台湾 7チーム 2位
2008年 第3回IBAF女子W杯 日本 8チーム 優勝

2010年 第4回IBAF女子W杯 ベネズエラ 11チーム 優勝

2012年 第5回IBAF女子W杯 カナダ 8チーム 優勝

(日本女子野球協会等の資料より筆者作成)
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第7章ベンチマークとしての女子サッカー

野球以外のスポーツで女子スポーツの状況を考察してみたい。野球と同じように長い

間、男のスポーツと思われてきたサッカーが近年、なでしこジャパンの活躍により一躍

女子のスポーツとして脚光を浴びるようになった。現在の女子サッカーの人気の陰には、

不遇な時代を経験する中で普及、強化のために様々な取り組みが行われてきた。日本サ

ッカー協会の取り組みには以下のようなものがある。

( 1) キャプテンズ・ミッション(プレジデンツ・ミッションへ改称)

2002年 10月に日本サッカー協会は、サッカーの普及とスポーツ環境の充実を目指し

て重点的に取り組む施策を掲げた。 fキャプテンズ・ミッションj と呼ばれるこの施策

は、各種登録制度の推進、芝生等の環境整備、競技会の充実、中学生年代や女子サッカ

ーの活性化、フットサルの普及促進など、日本サッカ一発展のためのミッションが掲げ

られている。その後、 r]FA2005年宣言j の実現に向けて、新たな課題を付加して fプ

レジデンツ・ミッションj に改定した。以下は、重点施策に掲げられている 11のミッ

ション刊である。

ミッション 1 : r]FAメンバーシップ制度j の推進

ミッション 2 : r]FAグリーンプロジェクトj の推進

ミッション 3 : fJFAキッズプログラムj の推進

ミッション4 :中学生年代の活性化

ミッション 5 :エリート養成システムの確立

ミッション 6 :女子サッカーの活性化

ミッション 7 :フットサルの普及推進

ミッション 8 :リーグ戦の推進と競技会の整備・充実

ミッション 9 :地域/都道府県協会の活性化

ミッション 10:中長期展望に立った方針策定と提言

ミッション 11:スポーツマネジメントの強化

この中のミッション6における女子サッカーの活性化は、女子の競技人口の拡大を目

指し、登録選手数が少ない中学生年代および 18歳以上の年代に着目し 女性が親しみ

やすいサッカ一環境の整備・提供およびプレーの機会創出に努め、これらの活動を通じ
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て女子サッカー全体の発展・強化へ繋げる 5.1)というものである。

(2)なでしこ vision

2001年日本サッカー協会は、女子サッカーの発展のために、そして rJFAの理念、ビ

ジョン、約束j を実現するために、 f世界のなでしこになるj というビジョンのもと、

女子サッカーに関わるすべての人々が共有し、遂行する 3つの目標測を定めた。

1.サッカーを日本女性のメジャースポーツにするo

2015年、女子のプレーヤーを 300，000人にするために、国内大会の抜本的改革

の検討や小中学生世代への普及プログラムを検討し、女子サッカーの認知度を上

げるために積極的な情報発信を行い fなでしこ=日本女子サッカーjのイメージ

を定着させるための fなでしこj の活用を行う。

2.なでしこジャパンを世界のトップクラスにする。

日本を FIFAランキングトップ 5にするために U-20/U-11ワールドカップには必

ず出場しワールドカップ/オリンピックでベスト 4に進出する。

3.世界基準の f個j を育成する。

各年代日本代表選手につながる、タレントの発掘・育成システムを整備し、また、

女子に携わる指導者のレベルアップを図るo

これらの目標のもと、日本の女子サッカーは、 2011年ドイツ女子W杯で優勝し、 2012

年のロンドンオリンピックでも銀メダルを獲得した。 FIFA女子ランキングも 2012年 8

月 11日時点で、第 3位と既に成績面では目標を達成している。このような国際大会で

の活躍により、 fなでしこ=日本女子サッカーj のイメージを定着させた。

(3) 中学校女子サッカー活性化プロジェクト

2012年4月に日本サッカー協会は、中学校期における女子サッカーの活動の場を増

やし、文部科学省 f運動部活動地域連携再構築事業j を連携して、 f中学校女子サッカ

ー活性化プロジェクトjを発足させ、新しい形態による運動部活動の活性化を検討して

し、る。

このような地道な活動が現在のなでしこジャパンの活躍に繋がっており、女子サッカ

ーの人気にも繋がっている。一昔前は、野球t同じように男子のスポーツとして思われ、

現在も男子のスポーツとしては野球と人気を二分しているサッカーだが、女子のスポー

ツとしての人気も高い。同じ女子スポーツとしてサッカー協会の取り組みやシステムは
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参考となると考えられる。
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第8章結論

第1節歴史的背景と現状との比較

女子野球の歴史を考察してきたが、女子野球は一時的に人気を獲得しては、衰退、消

滅を繰り返してきた。女子プロ野球リーグが開催されようになった現在は、 3回目の女

子野球ブームが到来していると言える。現在では各種格闘技やラグビーなど、かつて女

性が参加していないような種目にも女性が参加するようになった。

近代オリンヒ。ツクの創始者であるヒ。エール・ド・クーベルタンは、女性のオリンピッ

ク参加に反対しており 32)、第 1回アテネ大会での女性種目はゼロであったが、 2012年

のロンドン大会では、すべての種目で女性が参加するようになった。日本でもサッカー

の fなでしこジャパンjやレスリングなどに代表されるように女子選手の国際大会での

活躍が目立ってきている。このような状況から、大正時代に女子野球定着の足かせとな

った f良妻賢母j という思想的背景や女は f女らしく j という精神的思想から女性がス

ポーツに参加できなかったり、激しいスポーツは女性には不適とされる時代ではなくな

ったと言える。

また、組織が脆弱で野球経験者も少なく技術も未熟であった戦後の女子プロ野球と違

い、 2010年に開幕した女子プロ野球は、高校、大学、社会人のチームが増えていく中

で、その頂点としてプロができたと言える制。女子野球の競技人口はまだまだ少ない

が、その到達点として頂点をつくるというのは必然の流れで、あった。

その過程において、 2001年に明治大学の小林千紘選手と東京大学の竹本恵選手がリ

ーグ戦で東京六大学史上初めて女性投手同士が投げ合いを演じた。そして 2005年には

片岡安祐美選手が社会人チームに入団し、 2009年には吉田えり選手が独立リーグに入

団し男子の選手に混じってプレーしている。このように 2000年以降の女性選手の活躍

が女子野球をスポーツとして捉えるきっかけになったと言える。以上のように現在の女

子野球を取り巻く環境は、過去に一時的人気を獲得しては衰退、消滅していった時とは

時代的背景も異なっている左言える。

第2節問題点と解決策

女子野球の現状で最大の問題点は、女子野球の置かれている環境が恵まれていないと

いうことである。小学校、何とか中学校まで男子に混じってプレーをしていても必ず大

きな墜にぶち当たる。それは、 fどんなに頑張っても男子と一緒に甲子園のグランドを
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目指すことはできないj、f中学・高校の野球部に入部できないj、fプロ野球選手になれ

ないj というものである。学童期に野球チームに入っていた多くの女の子たちが、中学

や高校進学の際に野球を続けることを諦め、ソフトボールへと転向したり、他のスポー

ツへ移行している制。

このような問題を解決するにあたり、サッカーのシステムに学ぶところが多い。

女子サッカーは、なでしこ visionの目標のもとで成績面では目標を達成し fなでし

こ=日本女子サッカーj のイメージを定着させた。女子野球は、 IBAFワーノレドカップ

3連覇など成績面では女子サッカーに劣らない実績を残しているにもかかわらず、 fマ

ドンナジャパン=日本女子野球j というイメージは定着していない。女子サッカーと同

様に女子野球に関わる全ての人たちが共通の認識を持って、目標に向かって進んで、いく

ようなビジョンが女子野球にも必要である。

また、サッカー協会が取り組んで、いる fプレジデンツ・ミッションjや f中学校女子

サッカー活性化プロジェクトjは、女子野球においても中学生世代での競技人口の減少

が問題として挙げられている中で、参考となる取り組みである。日本サッカー協会が中

心となって女子のサッカー普及に取り組んでいるように野球界全体で中長期的な視野

に立って女子の普及に取り込むことが重要である。

第3節 今後の女子野球の普及についての示唆

東京六大学のリーグ戦で明治大学の小林と東京大学の竹本が対戦した当時、女子の硬

式野球チームという新たな分野ができるのか、女子が男子に混じってプレーしていく形

に進んでいくのか全くわからなかった刻。その後、二人に続く選手が登場しないことか

ら見ても、高校・大学左進んでいく中で身体的能力やノ《ワーの差から男女が混じって一

緒にプレーしていくこは困難であると同時に強さやスピードとしサ価値から女性は二

流であることが顕在化したと言える則。当時、明治大学の小林は f男子と女子のパワー

の差はどうしようない。女子野球というのが確立していくのであればその方がよいj掛

と述べている。

萩本欽ーが率いる茨木ゴールデンゴールズに片岡安祐美が加入したのは、話題づくり

という面が大きかった湖。萩本が球団を作り、当時衰退していた社会人野球を盛り上げ

るにあたっては、話題作りと宣伝が必要だったのである。

独立リーグに入団した吉田えりは、高校時代に男子との体力差を感じるようになり、
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男子と同じ土俵で戦うためにナックルボールを習得した。普通にプレーしていたのでは

男子と対等には戦えないという認識から、特殊な変化球であるナックルボールを習得し

たのである。彼女の場合は、男子相手に戦うためにナックルボールを習得したことから

男子が相手でなくては意味がないと言えるかもしれない。

小林や竹本の時代は、男子に混じってプレーする以外に野球を継続する方法がなかっ

た。片岡と吉田は、特殊なケースと言える。

現在は、女子のプロ野球リーグが開催され、目指す頂点ができた。このことからも今

後は、男子の中に混じってプレーするのではなく、女子だけでプレーを行う f女子野球j

の魅力を創出し確立していくことが重要である。

江刺は、男女の高校生が野球と今後どのようにかかわる可能性があるかを男性原理へ

の一元化、女性原理への一元化、中性的なものへと変質、両性の特徴を強調という四つ

の道で示した。そして、高校野球は、男性の野球と女性の野球を明確に分けて、両性の

特徴を強調する道だ妥当と結論づけている 4)。

現在の女子野球の規格とルールは、ほとんど男子の野球と同じである。一部の女子大

学野球の大会でバッテリー聞の距離、塁間等を女子用に短くしているケースもあるが、

女子プロ野球などは、使用する球場も高校野球やプロ野球と同じ球場を使用している。

バッテリー問の距離や塁間も同じでる。女子のプロ野球で比較すると男子との違いは、

イニング数が 7回であることと金属バットを使用する程度でその他はほとんど同じで

ある。

男子と同じ規格やルールでプレーをしていても f女子野球jの魅力は、なかなか創出

できない。基本に忠実できびきびとしたプレーが女子野球の魅力であるが、一番の課題

はパワー不足である。金属パットを使用しているものの本塁打は少なく、また、投手も

130キロを投げるような投手はいない。ホームラン打者や 130キロを投げる投手などパ

ワーという点で飛び抜けた選手が必要である。女子プロ野球では、 2013年度のシーズ

ンからホームグラウンドのスタジアムにラッキーゾーンが設置されるがよい試みであ

ると言える。選手個々のレベルアップも必要で、あるが、女子野球特有の規格やルールの

検討も必要であろう。

野球をプレーしている男子にとって、ひとつの目標となっているのが甲子園出場であ

る。小学校、中学校でプレーしている男子は、高校野球で甲子園に出場することを夢見

ていることは疑いのない事実である。甲子園出場という夢があるから中学校、高校でも
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野球を継続していくのである。女子の場合は、通称 f女子高生の甲子園j呼ばれる大会

はあるが、プロ野球等で使用する球場では行わない。男子の甲子園と同じく立派な球場

で開催することで魅力を創出し、それが認知度の拡大に繋がると考える。

第4節今後の課題

本研究は、歴史的背景から女子野球が定着してこなかった理由を明らかにして、現状

の問題点と今後に普及に向けた指針を示すことを目的とした。その中でサッカー界の取

り組みを参考にしたが、同じベースボール型のスポーツであるソフトボールについても

比較検討が必要であると考える。女子ソフトボールは、 2008年の北京オリンピックで

金メダ、ルを獲得したのに象徴されるように女子のスポーツとして定着しており、認知度

も高い。野球をプレーしていた多くの女子選手が中学以降にソフトボールへと転向して

いると考えられるが、その状況を把握すると共に、ソフトボール界での取り組みを検証

することが必要であろう。

また、国際野球連盟は、野球が 2012年のロンドンオリンピックから除外されたのを

受けて、オリンピック競技への復帰を目指して、一時は、女子野球も追加対象として活

動してし、く方針を明らかにした制。しかし、 2020年夏季オリンピックでの実施競技復

帰を目指す国際野球連盟と国際ソフトボール連盟は、 2012年の 10月に両競技を統括す

る国際連盟の創設に向けて覚書を交わした制。ロンドンオリンピックの実施競技から外

れた両競技は、男子を野球、女子をソフトボールとした 1競技でのオリンピック競技復

帰を目指すことになったo

オリンピックの競技種目に追加されることで女子野球の普及が加速されることが期

待されていたが、国際野球連盟自らが女子野球のオリンピックへの道を閉ざしてしまっ

たと言える。

また、女子野球の普及には、競技人口の拡大が不可欠でなるが、そもそも女子の競技

人口がどれくらいで、野球をプレーする可能性のある女子がどれくらいいるのかを把握

することも今後の課題である。

さらに、シーズンスポーツ制を取り入れたり、いろいろな種目の競技を行う機会を創

出して、競技者の可能性を見出すなど、競技する種目について、選択の余地を与えるよ

うなシステムを構築していくことが必要であると考える。現在の日本では、多くの競技

者がひとつの種目の競技しか行えないシステムになっている。女子の競技人口に限りあ
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るとしたら、このことが女子野球の普及を今後実践していく上での課題となっていくと

考えられる。
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Resea詑 hon the historic investigation and the ，pre関 ntcondition of women's baseball 

Shingo Tachi 

Abstract 

1. Problem 

τもewoman sportお attractingthe interest in recent years so that it may be 

represented by activity of Nadeshiko Japan of women's football. The representative 

of Japan women's baseball team is obtaining good results called 3 convention 

consecutive championship from 2008 to 2012 at the IBAF‘World Cup of women's 

baseball. The women's professional baseballleague has been also held since April， 

2010. Nevertheless， baseball has been said to be the representation of a man's sport 

for a long time. In the J apanese high -sch∞，1 baseballleague， the participation to a 

woman's regular-season game is not allowed. 

Even if比 compareswith the number of teams of women's :s∞，tball or women's 

softball， there are few teams of women's baseball， and it is clear that the 

environment where a woman plays baseball under the present circumstances is not 

ready. 

1 am a volunteer coach for girls' baseball team now. 1 realize that there is a 

situation which cannot be easily played even if they would like to play baseball. 1 

would like to improve this present condition. It is a motive of this research. 

2. Research task 

In this research， by ∞nsidering the history of women's baseball in Japan， while 

making clear仕oman historical background the reason to which women's baseball 

was not :fixed， the present problem is clarifi.ed， and the indicator for women's 

baseball is suggested. 

3. Method of research 

About the history of women's baseball， it verifies仕omhistorical records， such as 

literature and newspaper. Also， information， including a newspaper， the Internet， 

etc.， is collected about the present condition of women's baseball. 

4. Conclusion 
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The women's baseball which acquired popularity temporarily at Meiji and Taisho 

Era was judged that the ideologica1 background and the woman "a good wife and 

wise mother" are unsuitable企omthe mental thought "she is feminine" to a woman， 

and the end was greeted. 

百 ewoman professional baseball organized s∞n after the war shifted to a 

non-professiona1 organization immediately because its organization was vulnerable 

and player's experienωwas little and player's technology was unripe. And Nationa1 

amusement was a1so diversified in connection with high economic growth， the 

advertisement medium a1so progressed， and it disappeared again from the effect of 

women's baseball as advertisement having faded. 

Now， a woman comes to participate in various sports combative etc.， and an 

ideological background is also fading. Also in women's baseball， a high school， a 

university， and a team are formed and women's professional basebaU came to exist 

as the peak. It can be said that it differs仕omthe historica1 background that 

women's baseball disappeared in the past. In such a situation， women's football 

overcomes an unfortunate time and can say that it is important to follow example of 

various measures which came' to acquire popularity. 
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